
                             

 

令和 2年度 生徒指導の全体計画    
 

 

 

生 徒 指 導 の 基 本 方 針 

○授業での達成感や自己有用感を大切にし、発言･聞き方

など常時指導の中で、お互いを共感的に認め合えるより

よい人間関係の構築を行う。 

○児童の様子や変化をきめ細かに見つめ、一人一人を理解

のもと、授業中の積極的な生徒指導に努める。 

 取 組 の 重点  

キーワード：自己存在感 共感的理解 自己決定の場 

１ 授業中における生徒指導の充実 

２ 一人一人を生かす個に応じた指導の充実 

３ クラス経営の充実 

５ 家庭・地域社会との連携の強化 

６ 将来を見据えたキャリア教育の推進 

学校教育目標 

よく考え 心やさしい 元気な子 

 西部教育事務所  

生徒指導グランドデザイン 

○子どもたちが明るく元気に学ぶ、           

規律ある学校 

・発達段階を踏まえた一貫性のある教育

活動 

・考える力を育てる 

子ども主体の授業づくり 

・一人一人の心の居場所となる 

温かな学年・学級づくり                

 

○きめ細かな児童理解に努め、児童一人一人の居場所をつくり、温かな学級学年づくりを進める。 

○学級活動でエンカウンターやソーシャルスキルトレーニングを取り入れ望ましい人間関係作りが行えるように心がける。 

○児童会を通して「人権の花」等の活動を行い、互いのよさが認められる力を高める。 

○甘楽の学び、福島小学校「よい子の一日」の実践化の工夫に努めるとともに、発達段階に応じた基本的生活習慣を身に付けさせる。 

○連絡ノート、電話連絡、学級通信を活用し、家庭との連携を図ったり、開かれた学校づくりや学校 webページの活用などにより、地域と

の連携を強めたりしながら、児童のよりよい成長に努める。 

○児童の気付き、振り返り、実践を温かく見守りながら意欲の向上や自己実現を図る指導に努める。 

○生徒指導に関する情報交換を行い定期的に行い、問題行動発生時の予防及び発生時の適切な対応、学校内及び関連機関との連携に努める。 

○なかよしアンケートを活用し、児童の些細な変化に気付けるようにする（生徒指導委員会の効果的な運営） 

各教科・外国語活動 

総合的な学習の時間 
学級活動 児童会活動 クラブ活動 学校行事 

・一人一人の児童の能力が 発揮できる学級づく

り。 

・自分の力の伸びを自覚させ、充実感を持たせる。 

・めあてを明確にし、学習に意欲的に参加させる。 

・児童相互の協力、援助、磨き合いをつくり出し、

共に高め合う。 

・よい学習習慣を定着させる。 

・身に付けさせたい資質・能力を明確にした総合

的な学習の指導に努める。 

・・かけがえのない生命の尊さについて指導

内容を充実させる。 

 

学級の望ましい集

団生活を通して、心身

の調和的発達と、個性

の伸長を図り、自主

的、実践的な態度を育

てる。 

児童一人一人の自

発的・自治的な実践活

動を通して心身の調

和のとれた発達を目

指すとともに、自主

性、社会性を養い個性

の伸長を図る。 

共通の興味・関心を

追究する中で、個性の

伸長と社会性の育成

を図り、のびのびと楽

しい学校生活を送ろ

うとする実践的態度

を養う。 

道徳的価値を具体

的に位置付けた実

践的・体験的な集団

活動を通して日常

の学習成果の総合

的な発展を図る。 

 

 

研 修 の 充 実 教 育 相 談 地 域 社 会 と の 連 携 

・校内研修の充実 

・自己研修の充実 

・教育相談と事例研究 

・学校生活への援助 

・いじめ、不登校問題の予防、早期対応 

・悩み、問題をもつ児童へのカウンセリング 

・子育連（地域の行事等）との連携 

・ＰＴＡや支援ボランティアとの連携 

・幼、中、高、各種団体との連携 

 

 

 

具体目標 

（徳）思いやり 礼儀 規範意識 

（知）夢・志、根気、習得、活用 

（体）健康、安全、体力、意欲  

 

 

群馬県 

    学校教育の指針 

自己存在感 

○児童生徒一人一人のよさや興味・関心を

生かした指導の工夫 

共感的な人間関係 

○児童生徒が互いの考えを交流し、互いの

考えの良さを学びあう場。 

自己決定 

○課題の設定や学び方について自ら選択

する場の工夫 


